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注 l 中学校，高等学校学習指導要領 音楽科編 (試案〉
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問 題 B 
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昭和32年度ペーパーテスト (1) 
3答 小節
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問題 昭和31年度ペーパーテスト (2) 正答率イ-Z7.7% ロ22.C%
つぎの楽譜は，合奏の給、静くスコア〉の一節である。これをピアノ，ハーモニカ
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( ) 1.サエ/タ ルチア A.アメリカ D.メベイシ
B.スコットラン ド E.イ声リ ア































ィ・ショパγは a ( )といわれ， b ( )はその作品です。
ロ. ヨハシ シュトラウスは aく 〕之いわれ.b ( ，)はその作品です。
I 1.ワル Yの王 2.歌劇王 3.歌曲の玉 -4.ピアノの詩人 I
A群15.交響曲の父

























問題 昭和32年度ペーパーテスト (2) 正答率 20./% 
A・
つぎの楽譜は，有名な歌曲をi昆子毎回部合唱にしたものの一部である。この歌曲名
を下の答の ーー の上に書きなさし、。また，楽訴の右がわにある( )の中に，そ
れぞれの内総の名称を書きなさL、。
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幽風の曲・・・・・・・・・・・・( ) 1品作JJ 11， ~←〔
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問題 昭和3J年度ペーパーテス ト仏) 正答率 37.3% 
つぎの楽譜のあいている小節に，・下の四つの旋律のうちから，もっとも適当なも
のをーつずつ選んで，その番号をく 〉の中に曾きなさい。
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問題 昭和3併下度ベーパーテスト (1) IF答率 722% 
ぜん
つぎの旋律はAの部分がぬいてある。そこにもっともよく合うものを，右の'_-二一一
の中から一つi選窪んで，その番号を A ( )の中に書きなさL、、。またこの曲は何部
形式になるか。B ( )の中に香きなさL、。
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ロー籾チ 拍子 リズム 音程
〈演奏旋律〉
イーJ・ω
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問題 B 昭和32年度実技 (li
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問 題 の 実施方法
「珊IE的手/1頃たよ問び題楽おおよび演記 淡 ・ 奏 項をすこ演奏指の指 鰐奏中r‘ しかめ一一一
示示 誤読の2主主第一回|第二回|第三回|第四国|第五回る注意|第六回
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問題区 日係府134年度実技 (3) 正答率イ~釘.0% ロ--51/.8%
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条件としては32年度がもっともきびしく， 31年度はこれにつぎ， 33. 34年度は
もっともゆるいと考えられる。，
問題のねらいと生徒の困難点、 '
(l) 演奏される旋律を聞いて，その旋律;を記錯することをとおして，聴音カ
と記譜カをみようとするものである。
{め 各年度の問題の拍子は%あるいは托であるが，拍子については旋律をき
いて生徒が弁別する必要はなく，問題用紙の記入用の五線上にすでに印刷して
あるのでこの点について生徒が拍子音色号を理解しているならば，困難はまった
くない。
(紛各年度の旋律は，その調の主音第五音，あるいは第三音に始まるl順次進
行p 忘るいは主要三和音の分散音程である。その中で，主音に始まる場合がも
っとも多く，分散音程は主和音の分散がもっとも多くつかわれていて，震3和音
がこれにつぎ，冨1J和音はまったく佼用されていない。
これらの音程は教材に多く出現するもので，生徒にとっては経験することが
多いと考えられるものである。
(4) 旋律の終止は，完全終止がつかわれてしる。小節はすべて完全小節であ
り，昭和30年度(司，昭和32年度制をのぞいては，使用音符はほとんど四分音符
であり，休符は問題用紙の五線上に印制してある。リズムはきわめて簡単であ
る。 30年度伺，32年度(坊の問題を除いてはこの点の抵抗はすくないと考えられ
る。 30年度の(吋の問題は凶分音符，付点四分音符，八分音符により， fイ)が四分
音符だけの単純なリズムであるのに比べて複雑となっている。正答率をみる主
(ロ)の場合{イ)が23.7%であるのに比較して3.2%と著しく低位を示している。これ
はまた五か年をとおして最低である。
各年度の笑施上の条件をあわせ考えてみると，生徒にとって問題自体のりズ
ムの複雑となっていること巧，その困難度を著しく高めた主因であると考えら
一 回一
れる。
このことは32年度のイおよびロを比較しでもいわれることである。ィでは
37.5%の正答率を示しているのに，やや tリズムが複雑になったロでは9.5%，
7.6%わ正答率しか示していない。リズムが多少複雑になると著しく生徒にと
って聴者ならびに記譜が困難となる。
(5) 名、問題で使用した調は， 32年度はト長調で為るが，その他の年度はすべ
てハ長調でゐる。県下の中学校では恐らくすべて移動ド法によっていると思わ
れる。楽器等を専攻する生徒で固定ド法による生徒がいたとしても，ノ、畏調は
移動下法と固定ド法の一致する調ぐ、あるからその点からの混乱はすくないと考
えられる。またハ長調は現状ではもっとも多く読譜指導に用いられていると考
えられるので，この調については他の調に比較して困難度は低いとみてよいで
あろう。
このことについては， ト長調を用いた32年度の正答率を位の年度と比較して
みると，あきらかにみとめられるものである。このことは，逆に考えると，ハ
長調はともかくとして他の調に移るとはなはだしく困難度が高まるどいうこと
になる。
(紛 各年度の問題の附，(l')を比較してみると，ωは主として順次進行であり
(ロ)は跳躍進行である。正答率をみると一般に併は(イ)に比較して低率である。
このことからして，聴音の上でたといそれが主要三和音の分散でよく用いら
れているものであっても分散音程の場合，順次進行より著しく困難度が高いと
考えられる。
(ワ) 問題?と対する各年度の生徒の感ずる悶難度を推定するこ之は，五か年を
とおしては，問題の質，実施方法も相当な違いがあるので困難である。
しかし， 33年度， 34年度は問題および実施方法もほぼ同質とみられるので，
その正答率等より考えてみて， 34年度生徒の能力がやや向上していることが認
められる。
指導よの留意点
(1) 聴音書取は視奏や視唱などの場合に必要な読譜力を高めるためには重要
であり ， またきわめて有効な学習で、あって，この学習経験はなるべ~g.くの機
- 60一
会に生徒に経験させることが必要である。読諮力があれば，拍子，リズム、，音
程のちがいの弁別は簡単なものになる。またそのような弁別力を高めることが
説譜力を高めることになる。聴音書取はリズム，拍子，音程等の感覚を読譜力
として総合的に訓練する学習で為るともいわれよう。
(2) この指導方法はいろいろ考えられると思うが，その練習法についていう
ならば，つぎのような方法も一切jであろう。
(a) まず旋律をきいたら拍子を弁別させること。手拍子や軽く指頭で机上を
打つというような方法をとら してよい。弁別しにくい場合には，前に述べ
たように指揮法による拍子のとりかたなどを指示して，大きい動作で強拍
部に注意させて反応させる2ニ弁別しやすくなる。
(b)はじめの段階では，教師が階名で歌う旋律を模唱し，記憶して喜く，ま
た仮名で、かいておいて，あとで五練上に記設させるという方法もよし、。は
じめから旋律を記憶して書くというのでなく，旋律を聞く，階名で模唱す
る，言己譜するという順序で指導する。聴音書取の指導の初期の段階では記
諸すべき旋律を必ず声を出して歌うということを忘れてはならない。模唱
する時には，はじめは，ただ「ラ」あるいは「ア」で模唱するのもよい
が，しだいに旋律を階名で模唱する。ピアノで聞いた旋律を自分で階名に
おきかえて階名で模唱するというように進ませる。
わ) 書き取るにあたり，まず旋律を聞いたらその旋律が弱起であるか強起で
~るかをたしかめるように注意する。これは最初の，その旋律の拍子弁別
にひきつづいてなされる作業である。そして弱起の場合は不完全小節にな
ることをよく現解させておく。そのためには聴音書取の練習でははじめか
ら強起にかたよることなし強起，弱起の旋律をとりまぜて指導するo
ω旋律を記諮するときは，まず音程だけを考えて符頭をはじめに記人す
る。符尾は旋律をくり返してきく内にリズムをたしかめながら，つけるよ
うにする。その際，休符や時価の多い音符・休符は不注意によりまちがい
やすいから確実に記諾するようにしなければならない。
(3)' 聴音書取は，はじめから長い旋律を実施せず，短いフレ戸ズのような部
分旋律でよし、から，できるだけ多くの回散を笑施することが大切である。
ーもiー
そして，その旋律の中の難しい音程については，それを部分的にとり出して
練習させるというような方法をとってもよい。白
位7聴音書取の実施中， ;J、節をくぎることは，音符を記入しながらくぎった
方がよいのではあるけれど，初歩のうちは，問題尻祇の丑綿をはじめから〈ぎ
らせておく事もよ、い。もちろんその時は，書取する旋律が何小節であるかをあ
らかじめ指示しておくことがニ必要である。
(5) 聴音香取のあとでは去の書きとった旋律を自分で歌ってたしかめてみる
ということを忘れてはならない。この習慣は初期の段階よりしっかりと身につ
けさせるべきである。
(6) 聴音書取に用いる旋律は，はじめより，長調あるいは短調のどちらかに
片よることなしその両方を適宜にまぜて，長調でも短調でも同じように書取
ができるように指導しなければならない。
(ワ) はじめより生徒があまり困難を感ずるようなむずかしい旋律はとりあっ i
、かわないように注意する必要がある。 音ー程がむずかしい時には拍子とリズムを
事前に指示しておいてやることや， リズムにとくに注意して聴音させたい時は
音程や拍子の容易なように配慮したり，事前に指示しておく等の措置をとらね
ばならなし、
いずれにしても聴音書取では与えられた旋律にすみやかに反応するこどが大
切なので，記諮させる前に聞いた旋律をすぐに階名で歌うとしづ学習が回数多
くなされるL必要が為る。その学習では，旋律を与えるのにいつもピアノで与え
るということよりも，オノレガンで，あるいはハーモユカで，または人声でとい
うようにいろいろな楽器で経験させることがのぞましい。この段階では聴音指
導はピアノでなければならないということはないと考える。もちろん旋律を潰
奏する楽器は音程がたしかでなければならないとことはいうまでもなく，教師
が歌ってやる場合も，とくに音程を正確にするように注意する。教師の歌う旋
律を記諮させる場合では，その教師の吾域と五椋上の記譜法でくい違いがない
よう，とくにパスの音域の教師は注意をすることが必要であろう。
(8) 困難点でふれたように，旋律の順次進行の場合よ・り分散音程による跳躍 ・
進行の場合，著しく困難度が高まるようである。移動ド法の利点は，音相互間
、ー も2-
の尺度として音階がひとたび感覚的にしっかりつかまえられるとそれがど-の調
の旋律の場合にも適用でぎるということでらる。したがって音階指導は}~→ド
の順次的な系列だけでなく，下→ソ，ミ→ドとというような音階内の音相互関
係がしっかり感覚的につかまえられるように指導しなけれ)まならない。たとえ
1， ば，.f→ミの場合はドレミとたどってドー〉ミとつかむのでなく，長三度の感覚
でドー〉ミとつかむことである。
このための指導としては，音階の主要三和音の分散手口音によりつくられた旋
律の聴音書取の練習を多くするこ之も，この感覚を身につけるための一方法で
あろう。音階は，ただ下→ドの順次進行だけでなく，音階内の音相互の関係も
感覚的につかまれるように指導されなくては，移動阿倍法をとる意味がない。
またこの関係、音感覚を指導するためには，自分で楽器によらないで， ド→ミ
あるいはソ→ミというように音程をつくってみる糠習も大切であって，そのた
めには視唱練習のとき指導者がいつもピアノにばかりたよっていてはいけな
い。楽器なしで視唱したり，歌唱したりする訓練も大切である。
ω) ハ長調以外の調子では著しくも困難度が高くなるが，中学三年卒業の段
階ではすくなくとも長・謂については， ト・長調，へ長調くらいまでは，あまりハ
長調との聞に聴音書取で難易度がちがわないように指導してあってほしいもの
である。このハ長調中心主義については現在異論も多くあるのであるが，実践
上たしかめねばならない点も多いので，この項ではふれないこととする。
ω 聴音書取の結果よりみて， リズム弁別力を高めなければならない。リ
ズム弁別力と同時にリズム記譜カが必要である。リズム記譜力をつけるために
は，音涯をつけないで，ただ打楽器等で演奏するリズムだけを記譜する，ある
いは， リズム諮をみて打楽器を演奏するとIいうような学習も効果をあげるであ
ろう。とくに器楽指導はリズム感をのばすのに有効である。その他，すでに述
べたことであるけれど，和音合唱の際リズムや拍子をかえていろいろと合唱し
てみるということもよい。
叫聴音書取では，聴音力と同時に記譜力をつけなければならない。そのた
めにはs既習歌曲を正しくきれいに写譜する練習や，音程椋習で教材を歌いな
がら書く，拍子をとりながら書くというように，ただ楽譜をみて書きうっすと
いうのでなくて，実際の歌1昌やりズム，拍子うちをともなって記譜するという
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習慣を"写譜の機会を多くするとともに身につけるようにす号。
記諮・練習は聴音・香取りのためばかりで伝く，視唱力p 視奏力をつけるために
も効果的な学淘活動である。
ゆ 以上の指導は系統的に行う:必要がある。そのような指導をするときには
中学校音楽研究集会で作成した 「視唱教材之聴音教材」昭32年度，な2よはよい
資料であるので充分活用することが望ましい。
またこのような基礎指導はともすると機被的な棟習となり，生徒には全く興
味の持てない学習となりがちである。この点は実際指導にあたっては充分注意
すべきところであろう。音楽の技術を身につけていても，音楽をきらいにして
しまっては，結局「角をためて牛を殺す」こ とでしかあり得ないのであるか
ら。
-/，4-'-
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伝わりに
以上各問題に即し，またそれを手がかりとして，音楽教育の全般にわたり指
導上の留意点を述べてぎた。そのおのおの具体的な指導法について，われわれ
はそれが効果的な指導法であるとの経験をもつものではあるが，さらに，実践
を進めていられる諸先生方からその労;果を試みていただきずこいので、ある。
練達した教師は指導にあたり，他の者の見落としがちのところに気をくばり
指導効果をあげるものである。そのいわば効果的な指導のコツともいうべきも
のを，おたがいに身につけるならば，音楽教育の効巣は全体にいっそう向_t.-ず
るであろうし，さらにその効果をあげた指導技術を音ー楽の学習内容の系列や，
生徒の学習心理のうえから究明し，そのすぐ、れた指導技術の内容が，科学的に
も明らかになるならば，それを音楽教育の他の分野にもおよぼして指導効果を
さらにあげることも可能となるであろう。
すぐれた教師は，たとえば楽譜を指導しながらも，その指導した楽譜たよっ
てさらに生徒の音楽の表現と鑑賞意欲を増し，音楽愛好心をますます深めてい
く。
しかしややもすると「読諸はできるようになった，発声も美しい頭戸発声
ができるようになった」が，しかしその反面，音楽がいやになヮたとか音楽の
時間があまり好きでない生徒をつくる場合が往々にしてあるのではないだろう
か。
本研究においては?はじめに述べてあるように，問題に即してまとめてある
ため，指導上の留意点には生徒の行動に直接みられる，技術，および感覚的側
面の教材や学習活動を中心として述べているが，その根底には以上の考え方の
ゐることをここで確認しておきたいと思う。
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